～今からでも間に合う～ 2002年(平成14年)に向けてのアクション・プラン(I)
1. はじめに

  いつの時代においても、子どもは次代を担う「宝」として、その育成については重点施策に挙げ、これまでも国全体としての取り組みが行われてきました。
  ここ数年とくに“いじめ”や学級崩壊、また青少年の凶悪犯罪の低年齢化など、青少年に関わる問題が顕在化し、その対策についても行政をはじめ関係機関などで真剣に検討され、その取り組みがすすめられています。
  平成10年度(1998年度)の全国会議において、文部省(生涯学習局)の担当官により「幼児期からの心の教育の在り方について－新しい時代を拓く心を育てるために－」の中央教育審議会からの答申についての説明が行われ、ボーイスカウトにも協力要請がありました。
  平成11年(1999年)6月には、生涯学習審議会が「生活体験・自然体験が日本の子どもの心をはぐくむ」また7月には、青少年問題審議会が「(戦後)を超えて－青少年の自立と大人社会の責任－」の答申が行われていることはすでにご承知のとおりであります。政府をはじめ関係機関では新たな対応や取り組みを始めていますが全体的には民間の力を最大限に活用する配慮に欠けることもあり、とくに青少年団体への期待感が薄いように見受けられます。
  一方では、これまでの教育、とくに学校教育偏重や学校教育への過度な依存を反省し、速やかに是正する努力をすることが求められており、“ゆとり”のなかで「生きる力」をはぐくむことを目標にして教育改革がすすめられています。
  その中で、学校週5日制の導入が始まり、また平成14年度(2002年度)の全面実施に向けて様々な準備が行われており、すでに前倒しとして数々の事例が実施されています。
  とくに前述の「生活体験・自然体験が日本の子どもの心をはぐくむ」と題しての答申では、日本の子どもの心を豊かにはぐくむためには、家庭や地域社会で様々な体験活動の機会を子どもたちに「意図的」・「計画的」に提供する必要があり、平成14年度(2002年度)からの学校週5日制の全面実施に向けて子どもたちの体験活動の充実を図る体制を一気に整備するための具体的な緊急施策を提言した「全国こどもプラン」が昨年度から動き始めています。
  この動きは、平成13年度(2002年度)までに、地域で子どもを育てる環境を整備し、親と子供たちに様々な援助を提供する体制を整備することを目的として策定した「緊急3カ年プラン」であり、現在様々なアクションプラン(行動施策)が関係省庁や関係機関、関係団体の協力を得ながら緊急かつ計画的にすすめられています。
  スカウト運動にとっても、平成14年度(2002年度)に向けての学校週5日制の全面実施と「全国こどもプラン」の動きをしっかりと受け止め、その動向を見極めて対応していかなければ平成14年度(2002年度)以降のスカウト運動にとって大きな影響を受けることは必至であります。
  これらのことを踏まえて、学校5日制検討会議はこれからの社会の大きな動き、とくに教育改革を見据えて今からでも真剣にこのことの対応について各加盟員及び各組織が全国で一斉に取り組むことが必要であると考えています。
  まず最初に加盟員や各組織がスカウト運動を取り巻く組織外に向けてどのような呼びかけをするか、どのような施策に取り組むかの“アクションプラン”(行動施策)について今日まで3ヶ月検討した具体策を提言し、各々がそれぞれ身近で取り組めることから一つひとつ始めていくことが大切であると考えて、以下の具体策の取り組みをお願いいたします。
平成12年5月13日 学校週5日制検討会議
2. アクション・プラン

I. 団(隊)の取り組み

A. 家庭に向けての取り組み


(
1. 子どもへの取り組み

1

まず一人ずつ勧誘し、仲間を増やす

2

地域の行事やボランティア活動に参加する

3

地域の行事の中で一般の子どもたちにBS 活動体験の場を設ける

4

隊のお知らせを配布して広報活動をする

5

友達を集会に招待する

6

子ども向けのホームページを作成する

7

地域の行事に制服を着用して参加する

8

パンフレット・ポスター等を作成する時に、図案を公募する

9

連絡先を明示したパンフレットを配布する

10

スカウティング一日体験等の行事を実施する

11

ダイレクトメール発送する


(
2. 保護者への取り組み

1

スカウト活動のよさを、口コミで広める

2

団のお知らせを配布して、体験活動の必要性を訴える

3

パンフレット配布・入団説明会を開催する

4

子どもと保護者の1日体験入隊等のイベントを開催する

5

団内に募集のための委員会をつくる

6

子どもセンターを活用する

7

連絡先を明示したポスターを貼る

8

スカウト教育を正しく理解していただく機会を設ける

9

スカウトの集会や行事をいつでも公開する

B. 学校に向けての取り組み


(
1. 教職員への取り組み

1

「総合的な学習の時間」等を通して協力する

2

教職員であるスカウト関係者を通して働きかける

3

知人の教職員をスカウト活動に勧誘する

4

連絡先を明示したパンフレットの配布や入団説明会の開催を要請する

5

連絡先を明示したポスターを貼らせてもらうよう依頼する

6

学校の人材バンクに登録する

7

団のお知らせ等を届け、スカウト活動の様子を報告する

8

学校長へのPRをする

9

隊の活動や行事に教職員を招待し、BS活動への理解と協力を得る

10

学校の野外活動等を支援する

11

入団申込書等を置かせてもらうよう依頼する

12

学校長の理解を得て、校庭や施設を利用させてもらう

13

隊プログラムの活動状況をスカウト・保護者を通じて教職員に知らせる

14

在校生であるスカウトの活動状況を報告する

15

空き教室の活用について協力を依頼する


(
2. PTA等への取り組み

1

PTA役員に就任し、BS活動を広報する

2

PTA会長と面談し、行事への協力を申し出る

3

PTA活動や研修会への支援をする

4

PTAの会合で、BS活動について説明する機会をつくる


(
3. 学校評議員への取り組み

1

学校評議員になるようすすんで立候補するとともに、学校へ協力を申し出る

2

学校評議員に、BS運動の理解を得るための働きかけをする

C. 地域社会に向けての取り組み


(


1

地域で奉仕活動に参加し、協力する

2

新聞のちらし、折り込み広告等でBS活動をPRする

3

地域に連絡先を明示したBS募集ポスターを貼付する

4

地域の行事へ積極的に奉仕・参加する

5

地域の回覧板等に団のお知らせを載せPRする

6

地域の公共施設等の定期的な清掃奉仕等を行う

7

地域の方々をスカウトの集会や行事に招待する

8

地域の人との懇談会をもち、育成会員等に勧誘する

9

町内会、奉仕団体や青少年団体との関係を密接にし、協力する

10

所属する地域での各種団体の役員として協力する

11

地域の行事などにスカウト活動を展示する(パネルや写真など)

12

「スカウトの日」を地域の人たちと一緒に行う

D. 関係機関・団体に向けての取り組み


(
1. 関係機関への取り組み

1

青少年育成市町村会議と連携する

2

市町村ボランティアセンター(社会福祉協議会内に設置)との関わりをもつ

3

防災活動、交通安全運動など地域での行事に積極的に参加する


(
2. 関係団体への取り組みみ

1

子供会代表者等関係団体と懇談し、行事等を共催する

2

他の青少年団体の子どもたちと交流のプログラムを実施する

E. 行政に向けての取り組み


(
1. 県・市・町・村への取り組み

1

地域の主催行事に積極的に参画していく

2

地域への広報活動を実施する

3

ポスターやパンフレットを持参してBS運動への理解を求める

4

委託事業を積極的に引き受ける

5

補助金等の交付を依頼する

6

指導者などスカウト関係者が市・町・村の青少年委員等の役職をすすんで 引き受ける

7

市町村の首長に日頃のBS活動をPRし、行事や活動の案内等を持参する


(
2. 教育委員会への取り組み

1

教育委員長、教育長と面談し、BS運動への理解と協力を要請する

2

公立図書館等へBS関係資料を提供する

3

教育委員会の行事との連携をはかり、協力する

4

教育委員会を通じて、学校や教職員にBS活動への理解の場を設けるよう依頼する

F. その他


(


1

銀行等へ連絡先を明示したポスターを掲示し、BSパンフレット等を置けるようにする

2

子どもセンターへBS活動や集会の情報を提供し、支援・協力を受ける

<キーワード! 知っていますか!>

  生活体験・自然体験が日本の子どもの心をはぐくむ            全国子どもプラン 
    子どもセンター                                              子ども放送局
  子ども地域活動促進事業                                    省庁間連携事業
    家庭教育ノート                                              家庭教育手帳
  総合的な学習の時間                                        学校評議員
    青少年育成国民運動                                          青少年育成市町村会議
II. 地区の取り組み

A. 家庭に向けての取り組み


(
1. 子どもへの取り組み

1

地域の行事やボランティア活動へ参加する

2

イベントを開催し、子どもを招待する

3

子ども向けのホームペ－ジを作成する

4

新聞やちらし等広報活動を実施する

5

1泊2日間程度のスカウト体験キャンプを実施する


(
2. 保護者への取り組み

1

スカウト運動を理解してもらう機会を設ける

2

BS説明会を開催する

3

連絡先を明示したポスター・パンフレット等を作成し配布する

4

学校区単位での各種プログラムを提供する

5

BSの地区行事等を一般に開放する

6

子どもセンターを活用する

7

清掃などの奉仕活動を一緒にする

B. 学校に向けての取り組み


(
1. 教職員への取り組み

1

地区行事等を通して学校とつながりを持ち、協力関係をつくる

2

連絡先を明示したポスターの掲示を依頼する

3

学校の人材バンクに登録し、教育活動への支援を申し出て協力する

4

地区広報紙を届ける

5

地区行事に教職員を招待する

6

学校長にBS活動への理解を深めてもらうため、菊や富士に進級したスカウトについて報告する

7

全ての学校にスカウトを確保できるようにする


(
2. PTA等への取り組み

1

地区広報紙、地区行事等を通してつながりを持ち、協力関係をつくる

2

PTA研修会等に参加し、PRする

3

PTA総会等へ出席し、BS活動への理解と参加をPRする

4

PTA活動へ支援・協力する

5

市町村でのPTA連合会などとの交流を深める


(
3. 学校評議員への取り組み

1

学校評議員になるようすすんで立候補するとともに、学校へ協力を申し出る

2

学校評議員に、BS運動の理解を得るための働きかけをする

C. 地域社会に向けての取り組み


(


1

地域の行事等に積極的に参加・協力する

2

スカウト行事等へ招待する

3

BS活動の無い地域については、BS関係者が地域団体の役員として結びつきを強化するとともに、地域の行事等に積極的に参加する

4

団設置への働きかけと協力を依頼する

5

地域の回覧板に地区のお知らせ等を掲載する

6

BS  1日体験を実施し、招待する

7

BS説明会等を開催する

8

BS行事やイベントに一般の子どもを参加させる

9

町内会、奉仕団体や青少年団体などとの関係を密接にし、協力する

10

地域新聞等にBS活動を積極的に紹介する

11

地域住民のスカウト運動に対する意識調査を実施する

12

地域の行事などにスカウト活動を展示する(パネルや写真など)

D. 関係機関・団体に向けての取り組み


(
1. 関係機関への取り組み

1

スカウトの募集等を地域の広報紙に掲載するなど、BS関係情報を提供する

2

青少年育成市町村会議と連携を深める

3

市町村の諸機関や団体の役員となり、協力する

4

青年会議所、医師会、商工会、金融機関などとの関係を構築する


(
2. 関係団体への取り組みみ

1

社会教育団体等との交流を更に深める

2

市町村における他の青少年団体と交流し、共同プロジェクトを推進する

E. 行政に向けての取り組み


(
1. 県・市・町・村への取り組み

1

地域の行事等に積極的に参加し、協力する

2

募集広報を区広報紙に掲載する

3

行政が主催する社会教育団体との交流事業に参加する

4

事業提携や地域でスカウトが担える奉仕を引き受ける

5

補助金等の依頼を積極的に行う

6

地区が主催する行事への協力方を依頼する

7

地区の行事やイベントに首長を招待し、本運動に関心と協力を深めてもらう

8

防災活動等に積極的に参画する

9

市町村の各種委員会等の役職を引き受ける

10

行事やイベントに後援や協賛の名義を受けられるようにする


(
2. 教育委員会への取り組み

1

地域の行事等に積極的に参加し、協力する

2

スカウト活動の必要性について強く働きかけを行う

3

学校へ連絡先を明示したポスター等の掲示の許可を求める

4

社会教育の5日制対応プログラムの企画メンバーに入る

5

教育委員会の事業と提携する

6

教育委員会が実施している人材バンクに登録する

7

行事やイベントに教育長や教育委員長を招待し、本運動に関心と協力を深めてもらう

8

教育長と話し合い、各学校長へBS活動への理解と協力を呼び掛けてもらう

9

市町村の教育委員会との交流を更に深め、各市町村における学校週5日制の取り組みについて把握し、協力できるものは何か、具体的な取り組みができるよう地区内の団や隊に情報を流し、対応する

10

学校区などのレベルで団の関係者や育成会員などが手を挙げて評議員となれるよう教育委員会に働きかける

11

公立図書館等へBS関係資料を提供する

F. その他


(


1

銀行等へ連絡先を明示したポスターを掲示し、BSパンフレット等を置けるようにする

2

地区行事等をメディアに紹介し、記事等を掲載や放映してもらう

3

ライオンズ・ロータリークラブ等へ協力を依頼する

4

地方新聞・ケーブルテレビ等に取材依頼や情報を提供する

5

子どもセンターが設置されている市町村をかかえる地区においては、スカウト活動についての情報を提供し、支援を受ける

http://www.scout.or.jp/j/campaign/2002/index.html

